





Effects of stress management program with acceptance and value essence


































的柔軟性：日本語版 A c c e p t a n c e  a n d  A c t i o n 
Questionnaire-II（AAQ -II；木下・山本・嶋田，2008），
④ワークエンゲージメント：ユトレヒト式ワークエンゲージ
メント尺度日本語版（UWES-J；Shimazu, Schaufeli，
Okada, &　Kosugi，2008），⑤顧客対応における積極性（本
研究用に作成，VAS；Visual Analogue Scaleにて測定）
【結 果】
　ストレスマネジメント教育前後のAAQ-Ⅱ得点の差の大
小を教育の影響度の高低と見なし，AAQ-Ⅱ高群／低群の
２群に分けた。群ごとのストレス耐性を示す点数と教育前
後の時期を独立変数，ワークエンゲージメントを従属変数
とした二要因分散分析を行った。
　その結果，群と時期の交互作用は有意でなかった。今回
はサンプル数が少なかったため，併せてビジュアルアナリ
シスによる分析を行った。その結果，AAQ-Ⅱ低群におい
て，一部の者にワークエンゲージメントが顕著に増加する
傾向が見られた。そのほかに，AAQ-Ⅱ低群におけるスト
レス耐性を示す点数は，教育後に増加された者が多いこと
が認められた。このような群ごとの平均値による傾向につ
いて，Figureに示した。
【考 察】
　本研究の研究協力者においては、業務を通じて顧客ク
レームというストレッサーへの馴化がされていることから，
状況をコントロールすることを放棄し，出来事をそのまま
受け入れるアクセプタンスの手法がすでに身についていた
ことが想定される。
　綾部（2013）は，環境的な制約が大きい場面においては，
集団に機能するコーピングを理解した上でコーピング方略
を選択することがストレス反応の低減に有効であることを
示している。
　今後は経験年数や雇用形態に応じて異なる特性を鑑みた
ストレスマネジメント教育による検証が期待される。
Figure　AAQ-Ⅱ高低群のストレス耐性とワーク
エンゲージメント
